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先
の
越
後
支
部
総
会
で
引
き
続
き
支
部
長

の
任
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ま
と
共
に
、
も
う
一
歩
高
み
を
目
指

し
、
挑
戦
的
・
創
造
的
で
あ
り
な
が
ら
も
安

全
で
楽
し
い
山
登
り
と
、
諸
先
輩
が
築
き
上

げ
た
山
岳
文
化
の
継
承
普
及
や
山
岳
環
境
の

保
全
保
護
な
ど
、
重
厚
で
魅
力
的
な
山
岳
会

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
山
岳
会
は
本
年
創
立
１
２
０
周
年
、

越
後
支
部
は
来
年
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

橋
本
し
を
り
日
本
山
岳
会
会
長
は
、
会
の
目

的
に
沿
っ
て
理
念
を
明
文
化
し
、
未
来
へ
の

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み
ん
な
の
日
本
山
岳
会
」

・
ビ
ジ
ョ
ン
「
す
べ
て
の
人
に
山
の
楽
し
さ

を
」

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
①
会
員
に
よ
る
充
実
し
た
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
を　

②
挑
戦
的
で
創
造
的
な
登

山
の
実
践
と
支
援　

③
山
を
通
し
て
人
々
の

心
を
豊
か
に

・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（
事
業
戦
略
）
①
安
全
登

山
の
啓
発
推
進　

②
山
岳
文
化
の
伝
承
普
及　

③
山
岳
環
境
の
保
全
保
護　

④
多
様
化
す
る

登
山
者
層
へ
の
サ
ポ
ー
ト　

・
ス
ト
ー
リ
ー　

◎
山
を
知
り
、
山
を
大
切

に
し
、
山
の
魅
力
を
感
じ
よ
う　

◎
山
登
り

を
、
仲
間
と
一
緒
に
、
生
涯
を
通
し
て
楽
し

く
続
け
よ
う　

◎
山
登
り
を
安
全
に
楽
し
む

た
め
に
、
自
立
し
た
登
山
者
に
な
ろ
う

　

３
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
物
語
と
し
て
理

念
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
会
員
の
日
常
の

行
動
指
針
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

詳
細
は
会
報
「
山
」
２
０
２
５
年
１
月
号

（
№
９
５
６
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
越
後
支
部
で
す
が
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
10
年
く
ら
い
で

活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
員
１
４
２
名
（
準
会
員
２
名
含
む
）
で
年

齢
構
成
は
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
、
毎
年
会
員
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
60
～
70
歳
代
が
主
力
で

あ
り
、
60
歳
以
下
の
会
員
は
わ
ず
か
13
名
、

女
性
会
員
は
25
名
（
18
％
）
と
い
う
の
が
不

都
合
な
真
実
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
育
成
と
新
入
会
員
獲
得
が
急
務
で

あ
り
、
今
総
会
に
お
い
て
「
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
と
登
山
教
室
」
開
催
要
領
を
提
案
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、

〇
２
０
２
５
年
（
令
和
７
）
～
２
０
２
７
年

（
令
和
９
）
の
３
ケ
年
計
画
で
実
施
。

〇
初
年
度
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
重
点
を

お
く
。（
座
学
３
回
と
実
技
２
回
）

〇
運
営
の
組
織
体
制
は
「
支
部
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
と

の
連
携
を
重
視
す
る
。

〇
本
部
の
「
特
別
補
助
金
」
に
よ
る
財
政
援

助
で
実
施
す
る
。

　

困
難
な
取
り
組
み
で
す
が
、
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
あ
り
、
事
業
を
通
し
て
、
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
若
い
会
員
の
倍
増
を
図

り
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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持
続
可
能
な
山
岳
会
を
め
ざ
そ
う
!!

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
登
山
教
室
開
校

�

支
部
長
　
後
藤
　
正
弘

私の一枚

八海山避難小屋よりの１枚

雲を抜け尾根上に出れば薄日が射し雲海
の世界。下から雲がとめどなく沸き上が
り、足元から雲の海、その先には谷川連
峰、苗場山が海に浮かぶ小島の様。鞍部
では雲が東から西へと音もなく堰を切っ
た様に流れている。そして足元には私が
日輪の中に佇むブロッケン現象が現れて
いた。眼福を得たひと時でした。

2024年10月25～26日　八海山屛風道―新
開道コース周回　曇り

� 撮影者　君　清　
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追
悼　

森
澤
堅
次
さ
ん

　
　
佐
竹
　
信
幸

　

今
年
の
２
月
３
日
森
澤
さ
ん
の
自
宅
に
伺
っ
た
。

数
日
前
に
御
子
息
か
ら
電
話
で
遊
び
に
来
て
ほ
し

い
と
の
事
。
当
日
は
退
院
し
て
自
宅
療
養
中
で
、

私
を
含
め
山
仲
間
４
名
で
「
山
談
義
」、
あ
っ
と

言
う
間
の
２
時
間
だ
っ
た
。
帰
り
際
に
今
度
私
の

自
作
酒
で
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
と
別
れ
た
。

　

そ
の
丁
度
１
ヶ
月
後
の
３
月
３
日
朝
に
亡
く
な

ら
れ
た
。
私
は
そ
の
翌
日
に
約
束
の
自
作
酒
「
仁

者
愛
山
」
を
枕
元
に
お
供
え
し
た
。
早
速
御
子
息

が
封
を
切
り
御
猪
口
に
注
ぎ
捧
げ
て
く
れ
た
。

　

告
別
式
に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
生
花
、
弔
電
が
披

露
さ
れ
た
。
森
澤
さ
ん
は
秋
田
県
で
生
ま
れ
、
秋

田
大
学
鉱
山
学
部
を
卒
業
さ
れ
会
津
の
三
菱
伸
銅

に
入
社
、
職
場
山
岳
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
は
５
名
所

属
）
を
立
ち
あ
げ
て
、
ヤ
ブ
山
、
沢
、
道
の
無
い

山
を
開
拓
し
た
。
会
津
の
12
団
体
山
岳
会
の
「
会

津
山
岳
協
会
」
を
ま
と
め
会
長
を
務
め
た
。

　

山
登
り
の
成
果
と
し
て
平
成
６
年
「
山
を
訪
ね

て
会
津
の
日
向
山
・
日
翳
山
」平
成
９
年
４
月
「
嶝

峠　

会
津
篇
」
を
出
版
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
「
会
津
百
名
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

主
委
員
と
な
り
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
出
版
に
尽
力

し
た
。

　

森
澤
さ
ん
の
記
憶
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
平
成

９
年
８
月
の
皇
太
子
殿
下
「
徳
仁
親
王　

雅
子
妃

殿
下
」
の
磐
梯
山
登
山
の
案
内
役
を
務
め
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
緒
に
案
内
係
を
務
め
た
の
は
小
荒

井
実
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
）。

　

登
山
前
日
、
森
澤
さ
ん
か
ら
私
に
来
て
み
な
い

と
の
電
話
が
あ
り
駆
け
つ
け
た
。

　

弘
法
清
水
で
【
関
係
者
以
外
立
入
り
禁
止
】、

待
っ
て
い
た
ら
江
花
俊
和
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員)

か
ら
あ
な
た
は
関
係
者
と
い
う
事
で
入
れ
て
も
ら

う
。
下
山
し
て
来
た
一
行
と
お
会
い
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

森
澤
さ
ん
か
ら
は
殿
下
の
御
飲
み
に
な
っ
た

「
純
米
大
吟
醸
会
津
娘
」
の
少
し
を
い
た
だ
い
た
。

私
の
一
番
の
思
い
出
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

森
澤
さ
ん
は
自
然
保
護
活
動
と
し
て
、只
見
の「
イ

ヌ
ワ
シ
」
保
護
活
動
を
行
い
、
長
く
環
境
省
の
自

然
公
園
指
導
員
も
務
め
ら
れ
た
。

　

平
成
８
年
か
ら
は
「
万
治
峠
」
万
治
峠
学
会
で

学
術
・
紀
行
を
出
版
し
て
い
る
。

　

自
宅
に
は
山
の
本
・
山
関
係
の
民
俗
資
料
な
ど

が
自
身
で
整
理
し
た
と
言
っ
て
い
た
が
た
く
さ
ん

あ
り
貴
重
で
あ
る
。

�

会
員
ナ
ン
バ
ー
６
８
９
４
永
年
会
員

県
境
全
踏
査
縦
走
登
山　

標
識
版

　
　
吉
田
　
理
一

越
後
支
部
は
昭
和
41
年
創
立
20
周
年
記
念
の

「
新
潟
県
境
全
踏
査
縦
走
登
山
」
を
総
力
を
あ
げ

て
実
施
し
た
。
県
境
を
８
区
に
分
け
て
各
区
の
区

長
の
元
に
班
編
成
を
し
た
。
こ
の
標
識
版
は
第
４

区
只
見
地
区
担
当
区
長
の
伊
倉
剛
三
さ
ん
が
首
都

圏
移
住
に
あ
た
り
小
出
町
で
経
営
し
て
い
た
書
店

「
伊
倉
書
林
」
を
閉
じ
る
際
在
庫
品
を
公
売
し
た

と
き
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
縦
走
踏
査

の
現
地
に
設
置
さ
れ
ず
に
伊
倉
さ
ん
の
元
に
残
っ

て
い
た
の
か
第
４
区
第
２
・
第
３
班
縦
走
隊
員
と

し
て
活
躍
し
た
桜
井
昭
吉
さ
ん
に
尋
ね
た
こ
と
が

あ
る「
間
に
合
わ
な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

伊
倉
さ
ん
は
大
正
15
年
生
ま
れ
、
昭
和
22
年
Ｊ

Ａ
Ｃ
入
会
、
会
員
番
号
２
８
４
９
番
首
都
圏
移
住

後
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
理
事
を
務
め
昭
和
46
年
深
田
久
弥
最

後
の
登
山
と
な
っ
た
茅
ケ
岳
に
も
同
行
し
て
最
後

を
看
取
っ
た
。
平
成
14
年
神
奈
川
県
で
76
歳
で
亡

く
な
ら
れ
た
。
分
骨
さ
れ
た
一
部
は
桜
井
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
山
仲
間
の
手
で
駒
の
小
屋
近
く
に

埋
葬
さ
れ
た
。

こ
の
縦
走
踏
査
の
記
録
は
昭
和
43
年
富
士
波

出
版
社
刊
越
後
山
岳
第
６
号
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。

想
像
を
絶
す
る
あ
ま
り
に
も
壮
大
な
事
業
に

対
し
深
田
久
弥
は
「
越
後
衆
の
鈍
と
根
」
と
題
す

る
巻
頭
言
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
新
潟
日
報
文
化
賞
に
選
ば
れ
た
。

令
和
７
年
度
越
後
支
部

総
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

事
務
局
長
　
玉
木
大
二
朗

令
和
７
年
５
月
17
日
（
土
）、妙
高
市
燕
温
泉
・

燕
ハ
イ
ラ
ン
ド
ロ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
今
年
度
の
日

本
山
岳
会
越
後
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
事
務
局
か
ら
議
決
数
に
つ
い

て
、
出
席
者
36
名
、
委
任
状
提
出
者
71
名
、
議
決

数
は
合
計
１
０
７
名
で
あ
り
、
支
部
会
則
第
９
条

の
２
に
よ
り
議
決
権
の
あ
る
支
部
会
員
数
の
１
４

０
名
の
過
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
総

会
に
お
け
る
承
認
事
項
の
成
否
は
成
立
す
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

総
会
で
の
審
議
事
項
で
あ
る
第
１
号
議
案

（
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
越
後
支
部
決
算
報
告
）

及
び
第
２
号
議
案
（
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
越

後
支
部
予
算
計
画
）
に
つ
い
て
は
議
案
書
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
（
令
和
７
・
８
年
度
越
後
支
部
役

員
）
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
か
ら
役
員
は
互
選
と

日本に３ヶ所残る原三角点の前で
（2016年５月支部総会　米山登山にて）

県境踏査標識版

総会参加者全員で記念撮影
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す
る
も
の
で

あ
る
が
支
部

長
か
ら
推
薦

さ
せ
て
い
た

だ
き
、
承
認

を
得
た
い
と

の
説
明
の
後
、

支
部
長
推
薦

に
基
づ
き
新

体
制
に
よ
る

役
員
が
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
そ

の
他
の
承
認
事
項
と
し
て
支
部
名
誉
会
員
に
元
越

後
支
部
事
務
局
長
・
田
邊
信
行
会
員
を
推
薦
す
る

案
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
田
邊
会
員
が
支
部

事
務
局
長
と
し
て
10
年
間
務
め
ら
れ
支
部
運
営
に

大
き
く
貢
献
し
、
自
然
保
護
指
導
員
と
し
て
の
長

年
の
実
績
が
評
価
さ
れ
支
部
会
則
及
び
支
部
内
規

に
基
づ
き
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
、妙
高
（
関
山
）の
文
化
財
を
語
る
会
・

川
上
昭
治
氏
に
よ
る「
妙
高
山
参
詣
行
事
の
世
界
」

の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

妙
高
山
登
山
は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
年
間

の
登
山
者
数

や
参
詣
時
の

賽
銭
金
額
の

記
録
が
あ
る

こ
と
や
、
妙

高
山
信
仰
の

歴
史
等
に
つ

い
て
紹
介
さ

れ
、
妙
高
山

登
山
に
つ
い

て
大
変
興
味

深
く
拝
聴
し

た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
30
名
が
出
席
し
、
夜

も
更
け
る
の
も
忘
れ
支
部
会
員
の
交
流
を
深
め
た
。

越
後
支
部
の
新
し
い
役
員
体
制
が
始
動
さ
れ
、

益
々
支
部
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
尽
力
し
て
い

き
た
い
。

親
睦
登
山
報
告

関
山
神
社
参
拝
と
丈た
け
の
や
ま

ケ
山
登
山

　
諏
訪
　
惠
一

　

天
気
予
報
で
は
雨
と
い
う
事
で
心
配
し
た
が
前

日
の
懇
親
会
で
の
美
酒
の
余
韻
を
感
じ
つ
つ
目
を

覚
ま
す
と
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
外
に
出
て
み

る
と
日
差
し
が
暖
か
い
。

　

朝
食
を
済
ま
せ
、
ま
ず
は
橋
本
正
巳
名
誉
会
員

の
先
導
で
昨
日
の
記
念
講
演
で
お
話
を
お
聞
き
し

た
関
山
神
社
・
宝
蔵
院
に
向
か
っ
た
。

　

妙
高
山
を
御
神
体
と
す
る
関
山
神
社
を
参
拝
し
、

隣
接
す
る
妙
高
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
宝
蔵
院
跡

地
の
旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園
へ
向
か
っ
た
。

　

庭
園
は
宝
蔵
院
に
と
っ
て
霊
山
妙
高
山
を
礼
拝

す
る
祭
壇
で
あ
っ
て
妙
高
山
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

　

現
在
の
庭
園
は
江
戸
時
代
後
期
の
姿
を
再
現
し

た
も
の
で
、
正
面
に
妙
高
山
を
拝
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
残
念
な
が
ら
朝
の
青
空
は
白
い
雲
に
覆

わ
れ
山
容
は
そ
の
中
に
隠
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
伝
説
と
展
望
の
山
・
丈
ケ
山
に
向
か

い
移
動
し
た
。

　

丈
ケ
山
登

山
は
ま
ず
山

寺
薬
師
へ
の

２
０
９
段
の

階
段
を
登
る

こ
と
か
ら
始

ま
る
。
階
段

の
左
右
に
は

多
く
の
石
仏

が
並
ぶ
。

　

本
堂
に
は

寄
木
造
の
薬

師
如
来
、
釈

迦
如
来
、
阿

弥
陀
如
来
の
三
体
の
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
て

県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
堂
裏

に
は
風
神
洞
と
呼
ば
れ
る
風
穴
あ
り
年
中
冷
風
が

吹
き
出
し
て
い
て
、
こ
の
風
に
あ
た
る
と
身
も
心

も
清
め
ら
れ
病
弱
の
人
も
健
康
に
復
す
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

登
山
口
へ
向
か
う
途
中
や
登
山
道
に
は
伝
説
に

ま
つ
わ
る
場
所
に
「
寺
野
の
歴
史
を
語
る
会
」（
現

「
丈
ケ
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」）
に
よ
っ
て
石
碑
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
所
で
も
語
る
会
の

会
員
で
も
あ
る
後
藤
正
弘
支
部
長
か
ら
の
説
明
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
山
寺
伝
説
へ
の
理
解
が
一
層

深
ま
っ
た
。
ま
た
、
現
職
時
代
の
経
験
や
知
見
に

基
づ
く
地
す
べ
り
の
話
も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　

猿
供
養
寺
跡
と
地
す
べ
り
対
策
の
説
明
の
後
、

い
よ
い
よ
登
山
道
へ
と
入
る
。
登
山
道
は
よ
く
整

備
さ
れ
て
お
り
歩
き
や
す
い
が
、
急
登
の
個
所
も

あ
り
林
の
中
と
い
う
事
も
あ
っ
て
昨
夜
の
百
薬
の

長
が
汗
と
な
っ
て
噴
き
出
し
て
く
る
。

　

登
山
道
に
は
春
の
花
や
新
緑
の
木
々
が
季
節
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
、
ま
た
、
春
日
良
樹
自
然
保
護

委
員
長
の
解
説
も
山
歩
き
に
楽
し
さ
を
添
え
て
く

れ
た
。

　

「
山
頂
ま

で
百
五
十

米
」
の
表

示
で
山
頂
が

近
い
こ
と
を

知
り
、
歩
を

進
め
る
と
50

メ
ー
ト
ル
ご

と
に
表
示
が

出
て
、
傾
斜

も
緩
く
な
り

山
頂
と
な
る
。

山
頂
に
は
山

頂
標
識
と
と

丈ケ山山頂にて

総会の様子懇親会の様子

旧宝蔵院庭園にて山寺薬師本堂の如来像

二次会も女子は元気
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も
に
お
地
蔵
様
（
身
の
丈
地
蔵
）
と
「
欲
を
出
さ

ず　

あ
な
た
ら
し
く　

生
き
よ
う
よ
」
と
書
か
れ

た
石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

後
藤
支
部
長
が
持
参
し
た
赤
い
手
編
み
の
帽
子

を
お
地
蔵
様
に
か
ぶ
せ
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
し
ば
し
休
憩
を
取
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
こ

こ
で
も
空
が
白
い
雲
に
覆
わ
れ
、
本
来
で
あ
れ
ば

観
る
こ
と
の
で
き
る
妙
高
や
信
州
の
山
々
は
姿
を

隠
し
、「
展
望
の
山
」
を
満
喫
で
き
な
か
っ
た
。

　

下
り
は
林
道
へ
出
て
、
山
ブ
ド
ウ
の
新
芽
や
独

活
、
タ
ラ
の
芽
、
シ
オ
デ
、
ウ
コ
ギ
な
ど
の
誘
惑

に
負
け
つ
つ
、
延
命
清
水
で
一
息
つ
い
て
山
寺
薬

師
へ
戻
っ
た
。

　

そ
の
後
、
地
す
べ
り
記
念
館
脇
の
人
柱
供
養
堂

に
向
か
っ
た
。
当
地
は
有
数
の
地
す
べ
り
地
帯
で
、

地
す
べ
り
を
止
め
る
た
め
に
人
柱
に
な
っ
た
僧
の

伝
説
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
12
年
に
甕
に
入
っ
た
人

骨
が
見
つ
か
り
伝
説
が
本
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
、
僧
を
供
養
す
る
た
め
に
お
堂
が
建
て
ら
れ

人
骨
と
甕
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
新
潟
県
山
岳
協
会
が
契
約
し
、
田
中
勉

競
技
委
員
長
が
運
営
す
る
旧
山
部
小
学
校
に
設
置

さ
れ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
見
学
し
て
解

散
に
な
っ
た
。

地
域
の
山

笠
菅
山

多
田
　
政
雄

ご
紹
介
し
た
い
山
は
阿
賀
町
に
あ
る
笠
菅
山

で
新
潟
か
ら
見
て
五
頭
連
峰
の
裏
側
に
あ
り
三
川

温
泉
の
直
ぐ
北
側
に
位
置
し
て
高
さ
６
１
５
ｍ
の

訪
れ
る
人
も
少
な
い
里
山
で
す
。

ピ
ー
ク
が
３
つ
あ
り
南
側
が
６
０
９
・
４
ｍ
で

三
等
三
角
点
が
有
り
、
直
ぐ
下
の
台
地
に
は
各
Ｔ

Ｖ
局
の
中
継
用
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
北
西
方
向
に
６
１
５
ｍ
の
山
頂
と

言
わ
れ
る
最
高
点
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
北

側
に
は
５
９
０
ｍ
の
北
峰
が
あ
り
ま
す
。

以
上
三
つ
の
ピ
ー
ク
全
体
を
笠
菅
山
と
言
い

ま
す
。

笠
菅
山
の
見
所
は
残
雪
期
の
付
近
の
山
々
の

景
色
の
素
晴
ら
し
さ
と
特
に
裏
五
頭
全
体
の
展
望

の
良
さ
で
す
。

一
番
の
見
所
は
天
然
杉
の
大
木
で
す
。
杉
の

木
が
雪
な
ど
で
根
本
付
近
が
複
数
に
枝
別
れ
し
て
、

地
面
か
ら
高
く
伸
び
て
奇
形
の
大
木
に
な
る
の
を

「
あ
が
り
こ
杉
」
と
言
い
ま
す
。

三
川
の
将
軍
杉
は
現
在
幹
回
り
で
日
本
一
で

す
が
、
こ
れ
と
同
じ
形
で
す
。
三
つ
の
ピ
ー
ク
の

間
に
多
く
あ
り
ま
す
。
一
本
一
本
見
逃
さ
な
い
よ

う
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。

登
山
コ
ー
ス
２
カ
所
を
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
の
細
越
コ
ー
ス
は
三
川
温
泉
か
ら
赤

谷
方
面
に
向
か
い
新
谷
川
の
橋
を
渡
る
手
前
の
左

側
に
あ
る
細
越
集
落
に
入
り
ま
す
。
冬
や
残
雪
の

有
る
時
に
は
車
は
こ
こ
迄
で
残
り
は
歩
き
と
な
り

ま
す
。

車
で
林
道
を
行
き
杉
林
を
過
ぎ
る
と
、
右
側
に

栗
園
が
見
え
、
高
度
１
９
０
ｍ
付
近
で
林
道
が
左

に
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
地
点
に
林
道
の
分
岐
点
が

あ
り
、
右
側
に
細
く
な
っ
た
道
を
進
み
、
道
の
状

況
を
確
認
し
て
無
理
の
な
い
場
所
で
駐
車
し
ま
す
。

歩
き
始
め
る
と
途
中
で
右
側
に
分
岐
す
る
道

も
有
り
ま
す
が
直
進
し
、
直
ぐ
に
林
道
終
点
と
な

り
３
８
０
ｍ
付
近
で
登
山
道
が
分
岐
し
、
右
側
へ

進
み
ま
す
。

ジ
グ
ザ
グ
の
登
り
に
な
り
、
目
前
に
大
岩
が

現
れ
、
春
先
に
は
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。
５
４
０

ｍ
の
緩
い
斜
面
に
出
て
左
方
向
に
向
か
い
少
し
登

る
と
台
地
に
出
ま
す
。
周
辺
に
各
Ｔ
Ｖ
局
の
中
継

ア
ン
テ
ナ
が
建
ち
、
右
側
に
10
ｍ
程
登
る
と
６
０

９
・
４
ｍ
の
三
等
三
角
点
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
尾
根
伝
い
に
15
分
程
行
く
と
最
高

地
点
の
６
１
５
ｍ
の
山
頂
と
さ
れ
る
ピ
ー
ク
に
着

き
ま
す
。

三
角
点
な
ど
の
標
識
等
は
無
く
ひ
っ
そ
り
と

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
中
ノ
沢
か
ら
の
コ
ー
ス
と

合
流
し
、
北
方
面
に
あ
る
北
峰
に
向
か
い
ま
す
。

大
し
た
高
低
差
も
な
く
途
中
に
は
多
く
の
天

然
杉
巨
木
で
奇
形
の
、
あ
が
り
こ
杉
が
多
く
、
十

分
に
楽
し
め
ま
す
。

20
分
程
で
北
峰
５
９
０
ｍ
の
ピ
ー
ク
に
着
き

ま
す
。
天
然
杉
と
裏
五
頭
の
展
望
を
鑑
賞
し
な
が

ら
来
た
道
を
戻
り
ま
す
。

参
考
タ
イ
ム
は
、
登
り
１
時
間
30
分
、
北
峰
往

復
40
分
程
で
す
。

も
う
一
つ
の
、
中
の
沢
コ
ー
ス
で
す
が
、
三
川

温
泉
か
ら
裏
五
頭
方
面
に
向
か
う
と
、
中
ノ
沢
集

落
手
前
に
あ
る
道
路
の
上
を
高
圧
送
電
線
が
横
断

し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
直
ぐ
右
側
に
林
道
入
口
が

有
り
ま
す
。

車
を
空
き
地
に
置
き
歩
く
と
、
少
し
で
堰
堤
の

下
を
通
り
左
側
に
あ
る
東
北
電
力
送
電
線
鉄
塔
の

巡
視
路
に
入
り
ま
す
。
右
側
に
別
荘
が
あ
り
、
途

中
分
岐
も
有
り
ま
す
が
、
右
に
ゆ
く
と
鉄
塔
な
の

で
直
進
し
ま
す
。

小
さ
な
沢
に
下
り
て
丸
木
の
橋
を
渡
り
、
登
る

と
３
３
０
ｍ
付
近
で
44
番
の
鉄
塔
下
を
通
り
30
分

程
登
る
と
４
３
０
ｍ
付
近
の
43
番
の
鉄
塔
下
を
通

過
し
ま
す
。
更
に
30
分
程
登
り
５
４
０
ｍ
付
近
の

42
番
の
鉄
塔
下
を
通
り
ま
す
。
こ
の
鉄
塔
は
他
と

違
い
色
が
赤
色
で
、
航
空
法
で
一
定
の
高
さ
に
な

る
と
赤
色
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
事
で
す
。

此
処
よ
り
尾
根
は
右
に
曲
が
り
60
ｍ
程
の
登
り
で

６
１
５
ｍ
の
山
頂
ピ
ー
ク
に
着
き
ま
す
。

途
中
下
越
の
山
々
、
特
に
五
頭
連
峰
が
素
晴
ら

し
く
、
勿
論
天
然
あ
が
り
こ
杉
も
あ
り
ま
す
。

細
越
か
ら
縦
走
し
て
中
ノ
沢
に
周
回
も
お
勧

め
で
、
車
１
台
デ
ポ
し
て
後
ほ
ど
車
回
収
に
行
く

事
で
よ
り
楽
し
い
山
行
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

参
考
タ
イ
ム
は
、
登
り
３
時
間
程
で
す
。

新
入
支
部
会
員
紹
介

　

昨
年
度
下
期
に
越
後
支
部
へ
入
会
さ
れ
た
皆
さ

ん
で
す
。
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
支
部
山
行
以
外
で
も
山
で
お
会
い
し
た
ら
お

声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
支
部
入
会
順
に
敬
称
略
で
紹
介
い
た
し

ま
す
。

あがりこ杉

クライミングウォール見学
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石　

津　

智　

子

�

会
員
番
号
１
７
３
５
４

　

第
60
回
全
日
本
登
山

大
会
参
加
を
機
に
、
越

後
支
部
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

山
へ
の
親
し
み
は
、
白
い
守
門
岳
で
冬
を
感
じ

て
い
た
こ
と
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、

安
達
太
良
山
の
空
、
鳥
海
山
の
姿
、
自
然
の
中
に

入
る
こ
と
で
心
身
が
整
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
か

ら
。

　

今
で
は
、
山
に
助
け
ら
れ
、
力
を
も
ら
い
、
多

少
の
困
難
に
は
動
じ
な
い
私
が
お
り
ま
す
。
人
と

自
然
の
魅
力
に
共
感
で
き
る
皆
様
と
豊
な
時
間
を

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

中　

條　

絹　

枝

�

会
員
番
号
１
７
３
５
６

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

私
は
令
和
３
年
６
月

に
ず
っ
と
前
か
ら
行
き

た
か
っ
た
平
標
山
に
登
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
最

初
か
ら
辛
く
、
や
っ
と
山
頂
に
。
山
友
は
現
役
の

看
護
師
さ
ん
で
「
上
室
頻
脈
か
も
？
お
医
者
さ
ん

に
ち
ゃ
ん
と
行
っ
て
ね
。」と
。
山
友
の
言
う
通
り
。

新
潟
市
民
病
院
で
手
術
。手
術
後
、弥
彦
山
に
ち
ゃ

ん
と
登
れ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

　

ラ
ン
タ
ン
会
、
そ
し
て
日
本
山
岳
会
に
出
会
え

て
し
あ
わ
せ
♡

�

島　
　
　

伸　

一

�

会
員
番
号
１
７
３
８
８

　

登
山
歴
は
高
校
生
の

頃
か
ら
で
す
が
、
平
成

11
年
に
地
元
の
豊
栄
山

岳
会
に
入
っ
て
本
格
的
に
登
り
始
め
て
26
年
に
な

り
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
二
王
子
岳
～
門
内

岳
（
２
泊
３
日
）
や
蒜
場
山
～
大
日
岳
～
西
俣
峰

（
３
泊
４
日
）
な
ど
で
す
。

　

年
齢
は
68
歳
に
な
り
、
体
力
的
に
合
宿
の
重
荷

を
担
ぐ
の
は
無
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
山
で

星
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
、
ま
た
山
行
記
録
に
短

歌
も
載
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
山
ス
キ
ー
に
も
興

味
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

太　

子　
　
　

孝

�

会
員
番
号
１
７
４
０
２

　

新
潟
峡
彩
山
岳
会
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

還
暦
の
祝
い
も
少
し

過
ぎ
ま
し
た
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

越
後
の
山
脈
地
域
を
中
心
に
健
康
と
仲
間
の
安

全
登
山
を
願
っ
て
楽
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７・８
年
度
支
部

�

役
員
体
制
に
つ
い
て

　

５
月
17
日
開
催
の
支
部
総
会
に
て
、
次
の
新
役

員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長�

後
藤　

正
弘
（
上
越
市
）

副
支
部
長�

佐
久
間
雅
義
（
新
発
田
市
）

副
支
部
長�

松
井　

潤
次
（
小
千
谷
市
）

事
務
局
長
・
総
務
委
員
長

�

　

玉
木
大
二
朗
（
新
潟
市
）

理
事
・
総
務
副
委
員
長�

佐
藤　
　

博
（
新
潟
市
）

理
事
・
事
業
委
員
長�

小
山　

一
夫
（
新
潟
市
）

理
事
・
事
業
副
委
員
長�

佐
藤
レ
イ
子
（
新
潟
市
）

理
事
・
事
業
副
委
員
長�

小
林　

頼
雄
（
弥
彦
村
）

理
事
・
事
業
副
委
員
長�

佐
竹　

信
幸
（
会
津
若
松
市
）

理
事
・
自
然
保
護
委
員
長

�

春
日　

良
樹
（
妙
高
市
）

理
事
・
自
然
保
護
副
委
員
長

�

　

小
野
寺
昭
彦
（
長
岡
市
）

理
事
・
自
然
保
護
副
委
員
長

　

�

井
口　

礼
子
（
見
附
市
）

理
事
・
自
然
保
護
副
委
員
長

　

�

高
畑　

悦
武
（
燕　

市
）

理
事
・
広
報
委
員
長�

諏
訪　

惠
一
（
長
岡
市
）

理
事
・
広
報
副
委
員
長�

佐
藤　

高
晴
（
新
潟
市
）

理
事
・
広
報
副
委
員
長�

多
田　

政
雄
（
新
潟
市
）

理
事
・
広
報
副
委
員
長�

大
場　
　

勲
（
新
潟
市
）

理
事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長

　

�

知
野　

勇
人
（
新
潟
市
）

理
事
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
副
委
員
長

�

　

原　
　
　

渉
（
上
越
市
）

理
事
・
県
山
協
委
員
長�

井　
　

春
文
（
南
魚
沼
市
）

理
事
・
山
行
委
員
長�

廣
井　

博
行
（
柏
崎
市
）

理
事
・
山
行
副
委
員
長�

多
田　

和
広
（
新
潟
市
）

理
事
・
山
行
副
委
員
長�

渡
辺　
　

茂
（
新
潟
市
）

監
事�

立
入　
　

清
（
上
越
市
）

監
事�

島　
　

伸
一
（
新
潟
市
）

顧
問�

　

桐
生　

恒
治
（
見
附
市
）

顧
問�

　

靏
本　

修
一
（
糸
魚
川
市
）

　

今
回
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々
は
、
理
事
の
松

野
敬
様
、
和
田
甲
臣
様
、
監
事
の
井
口
光
利
様
で

す
。
長
い
間
支
部
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
田
邊
信
行
様
は
、
支
部
会
則
と
内
規
に

基
づ
き
支
部
名
誉
会
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
理
事

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
委
員
と
し
て
、
総
務
委
員
に
茂

野
伸
行
氏
（
新
潟
市
）、
石
津
智
子
氏
（
新
潟
市
）、

中
條
絹
江
氏
、
事
業
委
員
に
公
募
登
山
担
当
滝
沢

信
子
氏
（
新
潟
市
）、
公
募
医
療
担
当
根
津
洋
子

氏
（
小
千
谷
市
）、
川
島
万
里
子
（
湯
沢
町
）、
久

保
田
千
歳
（
小
千
谷
市
）、
自
然
保
護
委
員
に
山

森
由
枝
氏
（
妙
高
市
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
長
は
松
井
潤
次

氏
（
小
千
谷
市
）、
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
長

は
遠
藤
俊
一
氏
（
新
潟
市
）、ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

同
好
会
長
は
廣
井
博
行
氏
（
柏
崎
市
）
で
す
。

令
和
７
年
度

�

活
動
計
画
に
つ
い
て

〇
総
務
委
員
会

９
月　
　
　

深
沢
小
学
校
講
演

11
月
20
日　

藤
島
蔵
書
報
告
会

12
月
13
日　

支
部
年
次
晩
餐
会

�

（
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
）

〇
事
業
委
員
会

４
月
24
日　

八
石
山
縦
走

５
月
15
日　

土
埋
山

６
月
10
日　

中
ノ
俣
古
道
・
海
前
峰

７
月
25
日　

第
66
回
高
頭
祭
お
よ
び
第
70
回
松
明

登
山
祭

９
月　
　
　

深
沢
小
学
校
弥
彦
山
登
山
協
力

10
月
12
日　

弥
彦
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
30
日　

牛
道
（
旧
宝
鉱
山
道
）

11
月
6
日　

紅
葉
の
裏
巻
機
渓
谷

〇
自
然
保
護
委
員
会

６
月
10
日　

弥
彦
山
外
来
種
除
去

７
月
25
日　

高
頭
祭
清
掃
活
動

８
月
中
旬　

妙
高
笹
ヶ
峰
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
除

去10
月
18
―
19
日　

日
本
山
岳
会
自
然
保
護
全
国
集

会
（
妙
高
大
会
）

〇
広
報
委
員
会

６
月
15
日　

越
後
支
部
報
第
43
号
発
行

10
月
15
日　

越
後
支
部
報
第
44
号
発
行

２
月
15
日　

越
後
支
部
報
第
45
号
発
行

越
後
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
構
築

〇
山
行
委
員
会
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６
月
21
日　

鉾
ケ
岳
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
合
同
）

８
月
２
―
３
日　

鳥
海
山
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会

合
同
）

11
月
８
日　

風
倉
山
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
合
同
）

〇
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会

８
月
31
日　

�
図
読
み
講
座
（
支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ
）

９
月
21
日　

救
急
法
講
座
（
支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ
）

11
月
22
―
23
日　

山
の
天
気
ラ
イ
ブ
（
支
部
活
性

化
Ｐ
Ｔ
）

〇
越
後
山
岳
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６
月
28
日　

塩
の
道
西
回
り

〇
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会

12
月
21
日　

米
山
（
柏
崎
市
）
山
域
の
変
更
あ
り

１
月
12
日　

弥
彦
山
（
弥
彦
村
）

２
月
15
日　

山
本
山
（
小
千
谷
市
）

〇
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
同
好
会

４
月
26
―
27
日　

鳥
海
山

12
月
25
―
26
日　

須
原
ス
キ
ー
場　

総
会
及
ス

キ
ー
技
術
の
向
上　

１
月
18
日　

東
谷
山

２
月
７
―
８
日　

早
川
谷

３
月
８
日　

守
門
岳

〇
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会

10
月
５
―
７
日　

上
高
地
～
横
尾
～
涸
沢（
往
復
）

３
月
27
―
29
日　

勝
沼
Ｉ
Ｃ
～
ペ
ン
シ
ョ
ン
す
ず

ら
ん
（
泊
）
～
牛
奥
ノ
雁
ヶ
腹
摺
山
～
大
菩
薩
嶺

～
大
菩
薩
峠
介
山
荘
（
泊
）
～
牛
奥
ノ
雁
ヶ
腹
摺

山
～
ペ
ン
シ
ョ
ン
す
ず
ら
ん
～
勝
沼
Ｉ
Ｃ

※
計
画
の
１
～
３
月
は
令
和
８
年
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
や
変
更
は
事
前
に
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
案
内
い
た
し
ま
す
。

公
募
登
山
に
参
加
し
て

　
木
間
　
陽
子

　

今
回
の
行
先
は
土
埋
山
。
新
潟
と
福
島
の
県
境

に
位
置
し
、
山
頂
に
一
等
三
角
点
が
あ
る
と
い
う�

６
９
７
ｍ
の
山
。

　

登
山
口
も
登
山
道
も
分
か
り
に
く
く
急
登
が
山

頂
ま
で
続
く
山
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
心
配
で
し

た
。

　

８
時
半
、
山
岳
会
の
多
田
さ
ん
が
先
頭
で
総
勢

15
名
で
出
発
。
登
り
が
急
に
な
っ
た
中
腹
辺
り
で

ス
ト
ッ
プ
し
、
私
た
ち
が
休
ん
で
い
る
間
に
そ
こ

か
ら
１
０
０
ｍ
位
ま
で
を
山
岳
会
の
方
々
が
持
参

し
た
ロ
ー
プ
を
何
本
も
繋
げ
て
垂
ら
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
命
綱
の
お
か
げ
で
無
事
に
難
所
を

登
り
き
る
こ
と
が
で
き
、
左
側
に
飯
豊
連
峰
の
大

日
岳
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
少

し
霞
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
眺
め
る
飯
豊
と

は
ま
た
違
う
姿
で
し
た
。

　

10
時
15
分
、
山
頂
到
着
！
三
角
山
の
特
権
で
あ

る
３
６
０
度
の
見
晴
ら
し
！
18
セ
ン
チ
四
方
の
立

派
な
三
角
点
に
タ
ッ
チ
！

　

磐
梯
山
、
御
神
楽
岳
の
他
に
も
山
が
四
方
に
連

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
を
ゆ
っ
く
り
と
り
記
念
撮
影
を
し
て

下
山
の
途
に
就
き
12
時
15
分
無
事
に
ス
タ
ー
ト
地

点
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

思
っ
て
い
た
よ
り
も
短
時
間
の
行
程
で
し
た
が

軟
弱
な
体
力
と
老
化
し
た
脚
力
の
私
に
は
充
分
過

ぎ
る
土
埋
山

で
し
た
。

　

山
中
で
出

会
っ
た
印
象

に
残
る
樹
木

や
草
花
は
大

木
の
コ
シ
ア

ブ
ラ
と
タ
カ

ノ
ツ
メ
、
お

浸
し
美
味
し

か
っ
た
で

す
！

　

ウ
リ
ハ
ダ

カ
エ
デ
の
黄

色
の
房
状
の

花
、
夏
エ
ビ

ネ
ら
し
い

葉
っ
ぱ
、
小

さ
い
蕾
の
ヒ

メ
サ
ユ
リ
な

ど
の
花
を
見

た
か
っ
た
！

　

そ
し
て

ふ
っ
と
い
採

り
頃
の
ワ
ラ

ビ
！
ザ
・
山

菜
の
味
！
最
高
で
し
た
！

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
毎
回
個
人
で
は
行

け
な
い
山
行
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
、
道
中
も
安

全
に
全
員
が
歩
け
る
よ
う
に
気
く
ば
り
し
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
楽
し
く
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
令
和
６
年
10
月
～
12
月
）

１　

新
入
会
員

　
　

島　
　

伸
一　

（
会
員
番
号
１
７
３
８
８
）

　
　

太
子　

孝　
　

（
会
員
番
号
１
７
４
０
２
）

　
　

玉
木　

有
紀
子
（
会
員
番
号
１
７
４
７
８
）

　
　

山
森　

由
枝　

（
会
員
番
号
１
７
４
８
９
）

２　

退
会
会
員

　
　

江
田　

宗
友　

（
会
員
番
号�

９
２
１
９
）

　
　

堀
内　

岳
郎　

（
会
員
番
号
１
４
３
２
９
）

　
　

七
澤
恭
四
郎　

（
会
員
番
号
１
１
４
６
４
）

　
　

加
藤　

義
夫　

（
会
員
番
号
１
２
２
７
３
）

　
　

髙
波　

菊
男　

（
会
員
番
号
１
５
９
０
３
）

　
　

治
田　

利
治　

（
会
員
番
号
１
２
９
６
９
）

　
　

目
崎　

貞
義　

（
会
員
番
号
１
２
１
０
４
）

　
　

當
重　

君
枝　

（
会
員
番
号
１
６
９
８
６
）

　
　

本
間　

宏
之　

（
会
員
番
号�

５
５
５
７
）

　
　

今
井　

敏
明　

（
会
員
番
号
１
１
４
５
６
）

３　

物
故
会
員

　
　

渡
邉　

正
之　

（
会
員
番
号
１
６
１
４
４
）

　
　

森
澤　

堅
次　

（
会
員
番
号�

６
８
９
４
）

４　

支
部
会
員
数
（
令
和
７
年
５
月
現
在
）

　
　

支
部
会
員
１
４
０
名
・
準
会
員
２
名

　
　

支
部
会
友　

８
名

編
集
後
記

　

今
年
の
大
型
連
休
中
の
山
岳
遭
難
は
２
０
３
件

と
記
録
が
残
る
１
９
９
４
年
以
降
最
多
で
、
遭
難

者
数
も
２
３
６
人
と
過
去
最
多
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

遭
難
者
の
年
代
別
で
は
60
代
が
最
多
の
50
人
で

２
割
超
を
占
め
、
70
代
45
人
、
50
代
41
人
と
会
の

年
齢
構
成
を
考
え
る
と
他
人
ご
と
で
は
な
い
よ
う

に
思
え
る
。

　

死
亡
事
故
原
因
の
７
割
が
滑
落
に
よ
る
も
の
と

の
こ
と
。
行
動
中
の
注
意
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
現

在
の
自
身
の
体
力
や
行
動
能
力
を
し
っ
か
り
把
握

し
た
上
で
目
的
の
山
選
び
、
行
動
計
画
策
定
を
行

い
た
い
も
の
だ
。

　

ま
た
、
入
山
前
に
登
山
届
を
提
出
し
た
遭
難
者

は
全
体
の
26
．
３
％
と
い
う
状
況
を
見
る
と
、
山

岳
会
に
入
り
、
基
礎
的
な
教
育
や
訓
練
を
受
け
る

機
会
を
作
る
こ
と
で
若
干
で
も
状
況
を
改
善
で
き

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

今
で
は
大
半
が
所
有
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

位
置
情
報
や
気
象
情
報
を
ど
こ
で
も
知
る
こ
と
が

で
き
、
地
図
ア
プ
リ
で
地
形
図
上
に
現
在
位
置
も

表
示
で
き
る
。
高
齢
者
の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
利
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

�

（
諏
訪
惠
一
）

土理山

西山日光寺


